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１．はじめに 
 昨年度の研究を通して，「単元を貫く言語活

動」の充実には，「単元を貫く言語活動」を位

置付けるだけでなく，「読む」行為をいかに改

善させていくかにかかっていることが分かっ

てきた。そのための有効な方法としては，読

書指導を授業に取り入れていくことが効果的

ではないかと考え，今年度の研究を始めた。

〈単元を貫く言語活動について〉 
国語科では，小学校学習指導要領解説国語

編(以下解説書※)によれば，各領域の内容を

指導事項に示し，言語活動例を内容に位置付

けた。指導に当たって，指導事項を言語活動

例を通して指導することを一層重視している。

水戸部によれば，言語活動を単元のどこか一

か所にしか位置付けず，前後では関連のない

別の言語活動を行うのでは効果が上がらない。

そこで，指導のねらいを確実に実現するため

に単元を貫いて言語活動を位置付ける必要が

あると述べている。（水戸部，2012） 
〈読書指導について〉 
「単元を貫く言語活動」を充実させるため，

読書指導を授業に取り入れていく。本研究で

は，有元の考えである①～⑥の力を付ける指

導を読書指導とする。 
①文章を読んで正確に理解する力。 
「読書指導①理解」 

②書いてあることを基にして，その先にどん

なことが書いてあるかを予測する力。 
「読書指導②予測」 

③書いてあることを手がかりに，なぜそうい

うことが起こったかを推測する力。 
「読書指導③解釈」 

④文章や人物の行動を評価・批判する力。 

「読書指導④評価」 
⑤文章に書いてあることを自分の問題として

考える力。 
「読書指導⑤個人」 

⑥文章に書いてあることを基に，続き話を創

作したり他の解決方法を創作したりする

力。 
「読書指導⑥創造」 

これらの力を，今後，本報告書では上記のよ

うに「読書指導○○」と表すこととする。 
〈C 領域「読むこと」の指導事項「自分の考

えの形成及び交流に関する指導事項」を中心

にした研究であることについて〉 
解説書※の総説にあるように，子どもたち

が生きていく社会では，知識基盤社会化やグ

ローバル化が進むため，自分の考えを伝え，

相手の考えを理解しながら協力していく力

が必要とされている。そこで，本研究では，

それらの力を育むために，高学年の指導事項

である「本や文章を読んで考えたことを発表

し合い，自分の考えを広げたり深めたりする

こと。」が含まれる上記指導事項を研究の中

心に位置付けることとした。 

２．先行研究 
現在，単元を貫く言語活動を具体化した事

例は国語に関する研究会，論文や雑誌への投

稿などにおいて，実践され発表されている。

しかし，単元を貫く言語活動を充実させるた

めに「読む」行為に焦点を当てた実践的な研

究はまだ十分とは言えない。 
３．研究の目的 
(1)「単元を貫く言語活動」を充実させるため

の読書指導のあり方の一つを授業実践によっ

て明らかにする。 



(2)読書指導を「読むこと」の授業にどのよう

に取り入れていけば，授業のねらいが達成で

き「単元を貫く言語活動」が充実するかを授

業実践によって検証する。 

４．研究内容と方法 
○「単元を貫く言語活動」が充実するために

考えた内容は次の４点である。 
１お話５（５つの項目であらすじを書く。） 
２キャラクターマップ（人物相関図） 
３根拠と理由で話し合う。 
４課題解決の問いについて話し合う。 
○授業実践を行い，設定した「単元を貫く言

語活動」が充実したかどうかは，次の４点で

検証する。 
●学習感想を分析する。 
●成果物を分析する。 
●授業のビデオから授業中の子どもたちの様

子を見取る。 
●今年度初めと研究授業の後で意識調査を行

い参考にする。 

5．研究結果と考察 
（１）研究授業に至るまでの経緯 
  【 表１ 学習内容「私の生き方マップ」】 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

7 月に，単元「偉人や友達との交流を通して 
『自分の生き方』について考えよう」を行っ

た。教材は『百年後のふるさとを守る』（光村

図書５年 『銀河』）であり，並行読書として，

その他伝記の本３５冊を用意した。 

〈見えてきた課題〉 
指導事項「オ 本や文章を読んで考えたこ

とを発表し合い、自分の考えを広げたり深め

たりすること。」について課題がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 1 単元を貫く言語活動を位置付けた単

元構想モデル(水戸部,2013)】 
図 1 に示すように，第三次は「単元を貫く

言語活動を，子ども自身が自力で遂行する」

(水戸部,2013)こととなる。三次は，並行読書

をしてきた伝記の中から各自が選んだ伝記に

ついて自力で「わたしの生き方マップ」を作

っていくことである。できあがった「私の生

き方マップ」で友達と交流したのだが，本単

元のねらいである「自分の考えを広げたり深

めたりする」ことが十分できなかった。成果

物を使って最後に交流したため，交流が浅い

ものになってしまったことが考えられる。 
そこで，次の単元では，並行読書から自分

で選んだ作品について読み進める時も，お互

いの考えを交流する機会をたくさんとって

（読書会）読み進めるように改善した。 
〈課題から研究授業（11 月）へ〉 
１１月に，単元「読書会をして『作者が伝

えたいこと』を読み取ろう」を行った。 
単元を貫く言語活動を充実させるために，

本を読んでお互いに考えたことを交流する意

味で「読書会」を意識した授業を行った。単

元を貫く言語活動は，言語活動例「エ 本を



読んで推薦の文章を書くこと。」である。推薦

の文章は，「本のショーウインドー」として具

体化する。子どもたちはよい「本のショーウ

インドー」を作ることを目的にする。作った

「本のショーウインドー」は，椋鳩十のコー

ナーで本を紹介する役目をする。全校の目に

触れることを意識しながら作成をしていく。

子どもたちは，５年生としてよく書けている

と思ってもらえるような「本のショーウイン

ドー」を作ろうとする。そこで，独りの考え

ではなく，友達と話し合って自分の考えを広

げたり深めたりしたものを作りたいと考える

だろう。よりよいものを作るために，友達と

「読書会」をする必要がある。さらに，本の

主題に迫る問いについて友達と議論するよう

な活動も授業改善の一つとして設定した。 
【表２ 授業実践で取り組んだ研究内容】  

７月の授業実践 研究内容１，２，３ 
11 月の授業実践 研究内容１，２，３，４ 
 

(2)研究授業の結果と考察 

以上のことをふまえて，次に示すような授

業構想で授業を行った。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 研究授業の構想モデル】 

 

 

【表３ 指導事項 言語活動例 単元を貫く言語活動】 

 

 

 

 

 

 

 

○教材 
『大造じいさんとガン』（光村図書５年 『銀

河』）並行読書として，椋鳩十の作品『片耳の

大シカ』 『父とシジュウカラ』 『よわい

犬』 『屋根うらのネコ』『金色の足あと』 『月

の輪グマ』 

【表４ 学習内容「本のショーウインドー」】   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1)研究内容１「５つの項目であらすじを書く」

読書指導①理解の力をつけるために行う。 
一人一人がどうしてその 5 つにしたのか，

理由や違いについて話し合うことで，より物

語の内容の理解が深まる。 
教科書教材では，リーディングパートナー

として意図的な２人組で読みながら書いてい

った。その後，クラス全体で話し合って，ど

の項目がなぜ大切なのかについて話し合った。

このことが，教材の内容を理解することにな

る。その力を使って，自分がえらんだ作品に

ついては独りで書き，書いた物を基に同じ作

品について学習している友達と話し合った。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図３ 『月の輪グマ』お話５】 
 
 
 
 
 
 
 
【図４ 「お話５」決定の学習感想】 
 
 
 
 
 
 

 
 
2)研究内容２「キャラクターマップ（人物相

関図）」 
読書指導①理解の力をつけるために行う。 
教科書教材では同じ文章を読んでいるので，

リーディングパートナーと読みながら捉えた

登場人物の性格や関係をふせんに書いて，そ

れが分かる部分に貼っていった。それを基に

作った「キャラクターマップ」をグループ（リ

ーディングパートナーを２つ合わせた４人グ

ループ）で話し合った。どんな性格か，それ

はどこからそういえるのかなどを話し合い，

必要に応じて本文へ戻って確認していく。こ

のようにして，教材の内容理解を深めようと

した。一方，自分の選んだ作品については，

まず，自分でキャラクターマップを作り，そ

れを基に同じ本を選んだ人と話し合い，交流

を深める時間を設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 
 
 

【図５ 『よわい犬』キャラクターマップ】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
【図６ キャラクターマップ作りでの学習感想】 
 
 
 
上記のように，「５つの項目であらすじを書

く」言語活動と「キャラクターマップ（人物

相関図）」をつくる言語活動を行った。作った

ものを基に話し合い，他との違いから自分の

ものを見直すことを通して，あらすじや人物

の関係を多面的に捉えることで作品の理解が

性格 
人柄 

矢印の方向と説明

で関係性を表す。性

格の根拠ともなる。 
 

あらすじを５つで表すこととしたために，自

分の考えと友達の考えに相違点が生まれ，そ

のことに気付くことができている。さらに，

自分の考えの正しさの根拠を見つけ理由を

書いている。そのことによって，作品への理

解を深めている。 

キャラクターマップを作る過程で，作品をさ

らに読み，登場人物の相互関係を捉えること

で，作品の理解を深めている。 

考察 

考察 



深まったと言えるだろう。その上で次の学習

は，問いについて話し合い，自分の考えを広

げたり深めたりしようとした。 
3)研究内容３ 根拠と理由で話し合う。 
読書指導③，④，⑤，⑥の力をつけるために行う 
解説書※の「オ 自分の考えの形成及び交

流に関する指導事項」では，「それぞれ考えた

ことが，どのように共通していたり相違した

りしているのかなどを明らかにしながら『自

分の考えを広げたり深めたりすること』につ

なぐことが重要である。」としている。どのよ

うに共通していたり相違しているかは，A と

いう考えであるかBという考えであるかだけ

でなく，どこからそう考えたのか（根拠）と，

その根拠からどう解釈（理由）したのかにつ

いて明らかにすることが，「自分の考えを広げ

たり深めたりすること」につながるのだと筆

者は考える。また，そのことが異なる考えを

もった人と理解し合うこと，協力し合うこと

にもつながるのではないだろうか。 
（事例と考察は紙面の都合で後述する。） 
４）研究内容４ 問いについて話し合う 
読書指導③，④，⑤，⑥の力をつけるために行う 
７月の実践から，自分の考えを深めたり広

げたりするためには，教科書教材を学習する

段階から，課題解決の問いを立ててお互いの

考えを交流することが大切だと考えた。これ

は，「ブッククラブで用いられる問い（読書指

導①～⑥の力をつけるための問い）に答える

ことが，これからの子どもたちに必要な国際

的な読解力と表現力を育てるのに有効だから

です。」（有元，2011）という考えを基にして

いる。問いの一つの例として一般的によく用

いられる「作者が伝えたいことは何か。」とい

う大きな問いも考えられるが，筆者の経験で

は，友達の考えはよいものばかりに思え，質

問しようにもなかなか質問できないことがよ

く見られる。課題解決の話し合いではなく，

感想交流になってしまうのだ。なかなか考え

の交流に深まっていかない場合が多い。それ

に対して，課題解決の問いを立てると，話し

合う場に出てくる考えは検討しやすく，話し

合いの内容が深まる。検討する内容が，意見

自体だけでなく，その意見の根拠と理由につ

いて話し合いができるからだ。そうなった時

に，子どもたちは，自分の考えを深めたり広

げたりする交流がしやすくなるのだと考える。 
そこで，よい問いを考える必要がある。本

研究では，よい問いは，多様な考えが出され，

問いについて話し合っているうちに，本来解

決したい大きな課題について考え，その答え

を子ども一人一人がもてる問いだと考える。

多様性があるからこそ，交流し深める必要が

ある。また，友達の考えと自分の考えを比べ

ながら，自分の考えを深めたり広げたりする

ことができる問いもよい問いである。 
研究内容３と４に関わって「問いについて，

根拠と理由で話し合うことによって，自分の

考えが深まった例」として２人の児童の記述

を以下に紹介する。  児童 A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図７ 『月の輪グマ』の話し合う前の自分

の考え】 

読書指導③解釈 

指導計画１１時間

目に，児童が取り組

んだ問い 



○『月の輪グマ』を読んだ友達と問いについ

ての話し合いを行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図８ 話し合ったとき 
の学習感想。】 
 
○問いについて話し合った後に，「作品が伝え

てきたメッセージ」は何だったか次のように

書いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図９「本のショーウインドー」の中の「作

品が伝えたいこと」に最終的に書いた内容】 
図８，図９の児童の記述及び筆者の考察よ

り，読書指導③，④，⑤に関連した読みの深

まりが見られる。問いがあるからこそ，自分

の考えをもち，友達と根拠や理由について話

し合うことができている。 
 
 

次に，児童 B の記述を以下に紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 10 『よわい犬』の話し合う 
前の自分の考え】 

 
 
 
 
 
○『よわい犬』を読んだ友達と問いについて

の話し合いを行い，次の学習感想を書いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図１１ 問いについて友達と話し合ったと

きの学習感想】 
 
○次に，問いについて話し合った後に，「作品

が伝えてきたメッセージ」は何だったかを次

のように書いた。 
 
 
 
 

 
「どこから分かるん

ですか。」と，根拠を

話し合っている。 

読書指導④評価  

人間とクマの行

動が結果として

よかったと登場

人物の行動を評

価している。 

読書指導③解釈  問いによって，『よわい犬』

のマヤの中に弱い犬と強い犬があり，最初は弱い

犬だったマヤが花子の家に飼われ花子を助ける

ことで強い犬になったと解釈している。 

問いへの評価 
自分で問いを作ることにつながる 

読書指導⑤個人  

本を読んで考えた

ことを自分のこと

として考えること

ができている。 

考察 

考察 考察 

考察 

考察 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図１２ 「本のショーウインドー」の中の

「作品が伝えてきたメッセージ」に最終的に

書いた内容】 
図１０，図１２の児童の記述及び筆者の考

察より，読書指導③，⑤に関連した読みの深

まりが見られる。問いによって，「強い」「弱

い」について自分の考えをもち，飼い主と犬

の関係について考えることから自分自身と

飼い犬のことについての考えももつように

なった。さらに，「命の大切さ」という新た

な着眼点ももつようになった。 
以上の二つの事例から，単元の最後にお互

いの考えを交流するよりも，子ども自身が自

力で遂行する場合において交流することの方

が，新たな視点をもてるようになっている。

本研究で示した子どもたちにつけたい力①

～⑥を明確にした読書指導は，「単元を貫く

言語活動」を充実させる読書指導のあり方の

一つとして有効ではないかと考える。また，

「読むこと」の授業に，「お話５」と「キャ

ラクターマップ作り」によって作品を正しく

理解した上で，課題解決の問いについて根拠

と理由で話し合うという読書指導を取り入

れていくことは，授業のねらい達成とともに，

「単元を貫く言語活動」を充実していく一つ

の方法になるのではないかと考える。 

5)学習感想から見えた学びの向上 
 今年度初めの意識調査と研究授業の後で子

どもたちの意識調査を比べると，最も伸びて

欲しい「読んで思ったことや考えたことを，

友達と話すのはすきですか」について，明ら

かな意識の向上は見られなかった。事例の児

童 B は，意識の向上が見られなかった児童の

一人である。しかし，児童Ｂの学習感想や成

果物の記述を見てみると違った結果が見えて

くる。7 月の授業実践と 11 月の研究授業にお

けるこの児童の記述を比較してみる。 
【7 月の授業実践】 
○教科書教材の作品の「キャラクターマップ」

を作る話し合いの学習感想 
 
 
 
 
 
○自分がえらんだ作品の「お話５」について

友達と話し合った学習感想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【11 月の研究授業】 
○『月の輪グマ』を読んで自分たちで作った

問いについて話し合ったときの学習感想 
 
 
 
 
 
 
 

 
読書指導③解釈 
話し合いの前に

はなかった考え  
 

読書指導⑤個人  
本を読んで考えたことを自

分の生活に生かそうと自分

の問題として考えている。 
話し合いで，「やさしい」と「みんな思い」が出て，

意味が同じだったからつなげて，「やさしい＆みん

な思い」にして，みんなも賛成してくれたから，こ

れとこれは同じにしようかとか，これはつなげた方

がいいんじゃないかとか，みんなたくさん意見を言

ってくれたから，うまくまとめることができた。 

○○さんは，パスツールの人生を書いていた。○○

さんの発表を聞いて，パスツールがどういう人なの

かがすごく分かった。発表を聞く前はパスツールと

はどんなことをしたのか全然分からなかったけど，

○○さんがまとめたパスツールの人生を聞いたら，

すごく分かりやすかった。わたしは，アンネフラン

クの人生を書くことにした。したことが多くて，ま

とめるのがとても大変だった。でも，アンネ・フラ

ンクにとっては，このことは人生には関係ないこと

と関係あることに分けていく。５つにまとめること

ができた。人生をまとめるのは大変だということが

分かった。 

考察 考察 



○『月の輪グマ』を読んだ友達と問いについ

て話し合った後の学習感想 
 
 
 
 
 
 
 

 
7 月の授業実践では，自分の考えと友達の

考えの同じところに気付きまとめることがで

きたり友達の考えの良さに気付いたりするこ

とができていた(点線部分)。それに加えて，

11 月の研究授業では，さらに，自分から質問

したり，質問に答えたりして話し合いに対し

て積極的になり，話し合いの良さについても

気付き(実線部分)，学びの向上が伺える。 
今後も，子ども一人一人の学習感想や成果

物などを，丁寧に見ていくことを大切にして

いきたい。 
6)読書指導①～⑥以外に子どもたちに付いた

力 「比較・検討」 
 読書指導として意識していなかったが，子

どもたちの学習感想や成果物の記述から「比

較・検討」の力も付きつつあると考えられる。

この力は，根拠と理由で話し合い，問いにつ

いて話し合うことを通して，他者の読みを解

釈したり，自分の読みと比較したりすること

で，自分の読みを見直したり自分の読みを進

化させたりする力である。自分の考えを広げ

たり深めたりするためにも，この「比較・検

討」の力も育てていきたい。 
６．今後の課題 
本研究を通して，読書指導を通して話し合

うためには，何となくそう思うのではなく，

根拠と理由について話し合う事が大切である

と示してきた。根拠と理由について話し合う

ことが，自分の考えを広げたり深めたりする

ことにつながっていった。さらに，異なった

考えの人とも理解し合うことができ，協力し

合うことにつながっていくと考えている。国

語科で付けた力として定着させ，他の学習で

も常に子どもたちの普段の力とし使えるよう

にすることが必要である。 
 「単元を貫く言語活動」を充実させるため

の話し合いでは，いかに問いが大切か本研究

でも明らかとなっている。ねらいを達成させ

るための適切な問いである必要がある。まず，

教師が適切な問いを子どもたちと一緒になっ

てつくれる力を付けることを目指したい。さ

らに，子どもたちが自分で問いをつくり友達

と話し合えたら，「単元を貫く言語活動」が充

実するばかりでなく，話し合うことの楽しさ

を感じることができるだろう。そのことは，

友達同士を理解し合うことにもつながるので

ある。本研究で，子どもたちは，作者が伝え

たいこと・大切なことは何かを考えながら問

いを作っていた。このような学習を積み重ね

ていくことで，自分で問いをつくり，友達と

話し合う楽しさを感じさせたい。 
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